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【目的】塩素は天然有機化合物等の有用な生物活性物質に含まれているのみなら

ず、その塩素官能基自体の反応性を利用した変換反応もあることから、有機分子

骨格に塩素を導入する反応の開発は重要である。一方、当研究室では超原子価ヨ

ウ素試薬を用いたトリフルオロメチル化反応の検討を行なっている。そこで我々

は類似の構造を有するクロロ化合物 1 に着目した。この化合物は既知であるにも

かかわらず、その反応性に関しては系統的な研究がなされていない。そこで今回、

このクロロ化合物 1 を用いたオレフィン類のクロロ二官能基化の開発を目的とし

て研究を行うこととした。 
【結果】容易に調製が可能であり、また安定で取り扱いやすい固体であるクロロ

化合物 1 の反応性の検討を、スチレン誘導体を基質に用いて行なった。種々条件

検討の結果、これまでに以下の図に示す 5 つの反応が、その反応条件に応じて選

択的に進行することを見出した。本発表ではその詳細について報告する。 

 


